
は
じ
め
に
ー
S
D
G
s

の
後
半
に
向
け
て

2
0
2
4
年
は
国
連

S
D
G
s
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
に
と
っ
て
、
後

半
に
む
け
た
大
切
な
年
と

な
り
ま
す
。
ご
存
知
の
通

り
、
S
D
G
s
は
15
年
間

（
2
0
1
6
年
〜
2
0
3
0

年
）
の
グ
ロ
ー
バ
ル
目
標
で
、

昨
年
が
ち
ょ
う
ど
8
年
目
の

折
り
返
し
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
3
0
年
に
む
け
た

道
の
り
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス

チ
ナ
の
危
機
等
多
難
で
あ
り
、

S
D
G
s
の
在
り
方
や
取

り
組
み
を
問
い
直
す
こ
と
が

必
要
で
す
（
詳
細
は
、
拙
編

著『
S
D
G
s
を
問
い
直
す
』

法
律
文
化
社
、
2
0
2
3
年

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。
本
稿

で
は
、
S
D
G
s
に
お
け
る

二
つ
の
「
つ
な
が
り
」
に
注

目
し
て
、
S
D
G
s
の
今
後

を
展
望
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

S
D
G
s
17
目
標
間
の

「
つ
な
が
り
」

ー
一
体
で
相
互
に
関
連

　

ま
ず
第
1
の
S
D
G
s

の
「
つ
な
が
り
」、
目
標
間

の
関
連
性
に
つ
い
て
み
て
み

ま
し
ょ
う
。
ご
承
知
の
通

り
、
S
D
G
s
に
は
17
の

目
標
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
バ
ラ
バ
ラ
の
目
標
で
は

な
く
、
一
体
で
あ
り
相
互
に

関
連
し
て
い
る
点
で
す
。
地

球
の
危
機
は
複
合
的
な
も
の

で
あ
り
、
様
々
な
要
素
が
複

雑
に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。

S
D
G
s
は
こ
の
荒
波
を
乗

り
越
え
る
た
め
の
人
類
共
通

の
「
羅
針
盤
」
と
い
え
ま
す
。

2
0
1
5
年
の
国
連
総
会
で

採
択
さ
れ
た
、
S
Ｄ
Ｇ
s

を
含
む
『
我
々
の
世
界
を
変

革
す
る　
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ

ン
ダ
』（
以
下
、
2
0
3
0

ア
ジ
ェ
ン
ダ
）
で
は
、
次
の

様
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「（
S
D
G
s
の
）
17
の
目

標
と
、
1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
…
統
合
さ
れ
不
可
分
の

も
の
で
あ
り
、
持
続
可
能
な

開
発
の
三
側
面
、
す
な
わ
ち

経
済
、
社
会
及
び
環
境
の
三

側
面
を
調
和
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
」。

　

日
常
生
活
に
お
い
て

S
D
G
s
に
取
り
組
む
際
、

特
定
の
目
標
を
活
動
に
紐
づ

け
る
こ
と
は
わ
か
り
や
す
い

の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
も

う
一
歩
進
め
て
統
合
的
な
一

体
の
目
標
で
あ
る
S
D
G
s

の
本
質
を
踏
ま
え
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
S
D
G
s
を

理
解
す
る
た
め
に
は
、
目
標

だ
け
で
な
く
、そ
の
下
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
、
そ
し
て
2
0
3
0

ア
ジ
ェ
ン
ダ
全
体
を
踏
ま
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市内でSDGsの推進に取り組む企業様の一例を紹介します！

武井工業所
代表取締役 武井厚さん

脱炭素を進めることで、モノではなく「コト」で地域へ恩返しを
コンクリート製品事業を営む武井工業所では、脱炭素を目指した
コンクリートの配合などで、2039年までにネット０（温室効果ガ
スの排出量と削減量を正味ゼロに近
づけること）を達成目標とした事業
を展開しています。駐車場の屋根に
はソーラーパネルを設置し、使用す
る電気を発電することで、社内でも
SDGs に取り組んでいます。

特別寄稿：SDGsにおける「つながり」
ー目標相互の関連とパートナーシップー
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17の目標

特集：みんなで達成！ 問政策企画課　
　℡ 23-7277



広報いしおか　2024.3.1（No.442）　8

株式会社シンコーシステム
代表取締役 山口実さん

地域資源を活かしたスポーツ事業で持続可能な石岡へ
スポーツ事業を営む㈱シンコーシステムは、トレイルランやウォー
キングイベントといった石岡市内の山や川、風景などの地域資源を
活かしたスポーツイベントを毎年
開催しています。体を動かすイベ
ントを地域で開催し、交流人口を
増やすことによって、住み続けら
れる街「持続可能な石岡」を目指し、
日々奮闘中です。

日
常
生
活
と
S
D
G
s
の

統
合
的
な
取
り
組
み

ー
ス
ー
パ
ー
で
の食品

購
入
の
例

S
D
G
s
へ
の
日
常
生
活
で

の
取
り
組
み
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
の
食
料
品
の
購

入
を
例
に
、
目
標
間
の
「
つ
な
が

り
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
（
図
）。
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す

た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
「
手
前
ど

り
」
を
行
う
の
は
と
て
も
有
効
で

す
。
こ
れ
は
、
目
標
12
「
持
続
可

能
な
生
産・消
費
」の「
2
0
3
0

年
ま
で
に
、
小
売
・
消
費
者
レ
ベ

ル
に
お
け
る
世
界
全
体
の
一
人
あ

た
り
食
品
廃
棄
を
半
分
に
し
、
収

穫
後
の
損
失
を
含
め
て
生
産
・
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
食
品

ロ
ス
を
減
ら
す
」（
タ
ー
ゲ
ッ
ト

12.3
）
に
合
致
し
ま
す
。

　
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
の
は
、
他
の
目
標

と
の
関
連
で
す
。
目
標
12
は
経
済

の
側
面
に
つ
い
て
で
す
が
、
食
品

ロ
ス
を
減
ら
す
こ
と
は
、
目
標

2
「
飢
餓
の
撲
滅
」
つ
ま
り
社
会

の
側
面
に
も
貢
献
す
る
で
し
ょ

う
。
他
方
、「
手
前
ど
り
」
を
し

て
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
て
も
、
プ

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
を
多
用

し
、
廃
棄
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
大
変
残
念
な
こ
と
に
、
同
じ

目
標
12
に
あ
る
「
2
0
3
0
年

ま
で
に
、
廃
棄
物
の
発
生
防
止
、

削
減
、
再
生
利
用
及
び
再
利
用
に

よ
り
、
廃
棄
物
の
発
生
を
大
幅
に

削
減
す
る
」（
同
12.5
）
に
反
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
S
D
G
s
の
も
う
一

つ
の
側
面
で
あ
る
環
境
か
ら
み

ま
す
と
、
厄
介
な
海
洋
プ
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ご
み
問
題
と
関
連
し

ま
す
。
目
標
14
「
海
洋
と
海
洋

資
源
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利

用
」
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
り
、

「
2
0
2
5
年
ま
で
に
…
特
に
陸

上
活
動
か
ら
の
汚
染
に
よ
る
、
あ

ら
ゆ
る
種
類
の
海
洋
汚
染
を
防

ぎ
大
幅
に
減
ら
す
」（
同
14.1
）
に

反
し
ま
す
（
念
の
た
め
で
す
が
、

2
0
2
5
年
は
来
年
で
す
）。
海

洋
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
C
O
²

を
発
生
さ
せ
、
目
標
13
の
気
候
変

動
に
も
影
響
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

（図）SDGsの二つの「つながり」
出典：筆者作成
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茨城大学人文社会科学部
教授　野田真里

筆者：

S
D
G
s
の

多
様
な
担
い
手
の「
つ
な
が
り
」

ー
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ー

　
次
に
、
第
2
の
S
D
G
s
の

「
つ
な
が
り
」
で
あ
る
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
（
図
）。
こ
れ
は
目
標
17
「
実

施
手
段
を
強
化
し
、「
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
活
性
化

す
る
」
に
な
り
ま
す
。
上
述
の

と
お
り
S
D
G
s
の
課
題
は
、

様
々
な
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
お
り
、
多
角
的
か
つ
統
合
的
に

S
D
G
s
目
標
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
担
い
手

に
よ
る
連
携
（
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）

が
必
須
と
な
る
ゆ
え
ん
で
す
。

　
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
世

界
的
連
帯
、
特
に
、
貧
し
い
人
々

や
脆
弱
な
状
況
下
に
あ
る
人
々
に

対
す
る
連
帯
の
精
神
の
下
で
機
能

す
る
。
そ
れ
は
、
政
府
や
民
間
セ

ク
タ
ー
、市
民
社
会
、国
連
機
関
、

そ
の
他
の
主
体
及
び
可
能
な
あ
ら

ゆ
る
資
源
を
動
員
し
て
…
地
球
規

模
レ
ベ
ル
で
の
集
中
的
な
取
組
を

促
進
す
る
」（
2
0
3
0
ア
ジ
ェ

ン
ダ
）。

　
こ
こ
で
思
い
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
教

訓
で
す
。
国
連
の
モ
ハ
メ
ッ
ド
副

事
務
総
長
は
「
す
べ
て
の
人
び
と

が
安
全
に
な
る
ま
で
は
、
誰
も
本

当
に
は
安
全
に
は
な
ら
な
い
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。
感
染
症
は
国
も

人
種
も
選
び
ま
せ
ん
。世
界
に「
取

り
残
さ
れ
る
人
々
」が
い
る
限
り
、

「
日
本
だ
か
ら
、
日
本
人
だ
か
ら

安
全
」、
と
い
う
こ
と
は
な
い
の

で
す
。
同
じ
こ
と
は
気
候
変
動
対

策
等
の
他
の
S
D
G
s
が
取
り

組
む
課
題
に
も
言
え
ま
す
。

お
わ
り
に　

ー
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

未
来
の
担
い
手
ー

　

最
後
に
、
S
D
G
s
が
取
り

組
む
地
球
規
模
課
題
は
複
雑
で
あ

り
、
そ
の
解
決
に
む
け
た
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
は
何
が
必
要
で

し
ょ
う
か
。「
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
政
策
の
一
貫
性
を
強
め

る
」（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
17.14
）
と
共
に
、

「
知
識
、
専
門
的
知
見
、
技
術
、

資
金
源
を
動
員
・
共
有
す
る
」（
同

17.16
）、
つ
ま
り
人
類
の
持
て
る
英

知
と
力
を
結
集
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
持
続
可
能
な

開
発
の
担
い
手
で
あ
り
、
地
球
の

未
来
は
私
た
ち
の
行
動
に
か
か
っ

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

できるところから少しずつ！SDGsへの取り組みに継続意識を
自動車産業を営む㈱新治自動車では、社内のペーパーレス化を進めるた
め、モニターなどを導入して社内のDX化を推進しています。また、毎
年自社主催のイベントを開催してお
り、SDGsの啓発を目的としたワーク
ショップを行っています。地域の方々
がSDGsに取り組むきっかけ作りに
貢献できればという思いから、今後
も活動を継続していくとのことです。

株式会社新治自動車
代表取締役社長 新治康範さん


